
 

 

留
萌
地
域
で
は
、
ト
ド
マ
ツ

等
の
人
工
林
の
多
く
が
間
伐

か
ら
主
伐
期
を
迎
え
つ
つ
あ

る
中
、
伐
採
さ
れ
た
木
材
の

有
効
利
用
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

加
え
て
、
伐
採
後
の
再
造

林
箇
所
が
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
、
植
栽
や
そ
の
後
の
下

刈
な
ど
育
林
に
係
る
経
費
が

人
件
費
や
資
材
費
の
上
昇
も

あ
り
高
く
な
る
一
方
で
、
従

事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
造
林
の
低
コ

ス
ト
化
と
省
力
化
が
地
域
の

民
有
林
・
国
有
林
共
通
の
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

当
署
で
は
、
国
有
林
の
事

業
現
場
を
活
用
し
て
、
次
の

よ
う
な
低
コ
ス
ト
造
林
の
推

進
・
普
及
に
向
け
た
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

下
刈
２
回
刈
の
省
力
化 

（
平
成
25

～
平
成
27

） 

造
林
コ
ス
ト
の
約
３
割
を

占
め
る
下
刈
に
お
い
て
、
植

栽
木
が
小
さ
い
時
に
行
っ
て

い
る
年
２
回
の
下
刈
を
１
回

刈
に
で
き
な
い
か
と
い
う
取

組
で
、
刈
払
回
数
毎
に
３
年

間
継
続
調
査
を
行
い
、
そ
の

デ
ー
タ
か
ら
適
期
で
の
１
回

刈
に
省
略
可
能
と
判
断
し
て

い
ま
す
。 

         伐
採
・
コ
ン
テ
ナ
苗
植
栽
に 

係
る
一
貫
作
業
（
平
成
26

） 

平
成
26

年
に
当
署
で
は
初

め
て
伐
採
か
ら
植
栽
ま
で
の

一
貫
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

一
貫
作
業
は
、
伐
採
・
搬

出
と
同
時
に
地
拵
・
植
栽
を

行
う
作
業
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

伐
採
等
に
用
い
る
機
械
を
造

林
作
業
に
活
用
す
る
こ
と
や

コ
ン
テ
ナ
苗
の
利
用
も
含
め

作
業
の
効
率
化
・
低
コ
ス
ト

化
が
図
ら
れ
ま
す
。 

併
せ
て
民
有
林
関
係
者
を

交
え
て
現
地
検
討
会
を
開
催

し
、
大
型
機
械
地
拵
や
コ
ン

テ
ナ
苗
植
栽
を
実
演
し
て
意

見
交
換
を
行
い
、
機
械
の
効

率
的
な
活
用
や
、
活
着
が
よ

く
植
付
時
期
を
選
ば
な
い
コ

ン
テ
ナ
苗
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
情
報
共
有
を
図
り
ま
し

た
。 特

に
コ
ン
テ
ナ
苗
を
初
め

て
見
る
人
が
多
か
っ
た
た
め

か
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、

今
後
の
民
有
林
へ
の
活
用
に

向
け
意
義
あ
る
も
の
と
感
じ

て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
27

年
の
留
萌
振

興
局
と
の
現
地
検
討
会
で
は
、

コ
ン
テ
ナ
苗
と
普
通
苗
の
植

栽
箇
所
を
比
較
し
た
生
長
調

査
結
果
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
う
な
ど
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
し
て
い
ま
す
。 

         一
貫
作
業
と
低
密
度
植
栽 

の
取
組
（
平
成
28

） 

本
年
は
、
さ
ら
な
る
低
コ

ス
ト
化
の
試
み
と
し
て
、
一

貫
作
業
の
植
栽
に
お
い
て
ｈ

ａ
当
た
り
植
栽
本
数
で
通
常

の
２
５
０
０
本
の
ほ
か
、
低

密
度
植
栽
と
し
て
１
５
０
０

本
、
１
０
０
０
本
の
植
栽
に

取
り
組
み
ま
し
た
。 

９
月
の
民
有
林
関
係
者
等

と
の
現
地
検
討
会
で
は
こ
れ

ら
の
箇
所
を
比
較
し
意
見
交

換
を
行
い
、
植
付
コ
ス
ト
の

削
減
に
向
け
た
情
報
共
有
を

図
り
ま
し
た
。 

         

こ
れ
ら
の
取
組
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
実
証
や
追
跡
調

査
を
継
続
的
に
行
い
、
そ
の

デ
ー
タ
を
民
有
林
関
係
者
に

情
報
提
供
す
る
考
え
で
あ
り
、

国
有
林
の
技
術
力
が
民
有
林

支
援
の
一
助
と
な
り
、
地
域

で
よ
り
効
率
的
な
森
林
整
備

が
図
ら
れ
林
業
の
成
長
産
業

化
に
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
期

待
し
て
い
ま
す
。 

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組 

留
萌
南
部
森
林
管
理
署 

下刈り２回刈り省力化の調査

一貫作業と低密度植栽の現地検討

一貫作業での大型機械地拵 
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